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１

自

己

紹

介

▸HiBI8（ハイビエイト）／2023年1月開設

▸認知症対応型通所介護事業所

▸午前2名、午後2名、1日10名（定員12名）

▸要介護1～3の方が在籍
　介護１/19名、介護２/10名、介護3/5名

▸若年性認知症の方4名

▸スタッフ：正社員3名、パート8名

▸女性25名、男性9名(合計34名の方が在籍）

★パートスタッフの内、若年性認知症のスタッフ1名

HiBi8



２

▸”人とつながり社会とつながる”
　若年性認知症・軽度認知症の方を対象とした
　社会参加活動が出来るデイサービス

コ
ン
セ
プ
ト

▸HiBi8（ハイビエイト）／株式会社Eight
▸HiBi＝日々
・これまでの日々を知り、今と向き合い、これからの日々を共に

▸実際は…
　・認知症デイというと重度のイメージ
　・開設当初は要介護３などの重度の方の利用からスタート
　　それでもできることはある、社会参加もできる



3

HiBi8

取

組

み

内

容

日常の基本的な姿勢

不安な気持ちには、手を差しのべ

自信を奪うことにつながる手は差しのべない

できることを奪わない

ともに楽しみ

ともに取り組む

頼り頼られる存在でいる

メンバーの得意をいかす

みんなが適材適所で役割を担う



3

取

組

み

内

容

有償ボランティアの取り組み

●大家さんからお仕事をもらい「ゴミの日の、ゴミ捨て場の清掃」

※来年度→スタッフ友人の所有マンション周辺草引きのお仕事スタート

  毎週　　　　月曜日・木曜日（燃えるごみ）

  第１・第３　火曜日　  　　　（リサイクルごみ）

  第１　　　　水曜日　  　　  （大型可燃ごみ）

  第２　　　　水曜日　　  　  （不燃ごみ）

・現在→11名の方がゴミ捨て場の清掃に取り組まれている

・利用曜日によって、月の実施回数は個々に異なる

・曜日によって参加メンバーの人数が異なる(4名～6名）

・参加メンバーが多い時はスタッフ2名一緒に取り組む



3

取

組

み

内

容

無償ボランティア／白石ひろい

●高槻市内にある安満遺跡公園で開催されるボランティア活動

　公園が主催して開催されている

　公園主催と関係なくHiBi8で訪問し白石ひろいを実施

・公園内の白い石が敷き詰められている溝がある

　子供などがあそぶことで、白石が周辺に飛び散ったり

　溝から出て、芝生の上に転がってしまう

　それらの白石を元の場所に戻す取り組み

・初回は公園の方にお願いし、HiBi8の団体で取り組み

　させていただき、その後は自分たちで取り組みを実施



3

取

組

み

内

容

公園で紙芝居

●高槻市内にある公園で子供たちに紙芝居を読む取り組み

　図書館で紙芝居を借りてきて

　公園で子供たちに呼びかけ

　集まった子供や親御さんに紙芝居を披露

・どのお話が良いか子どもたちに確認

　選んだ紙芝居を順番に読み上げる

　子供たちのために頑張って声を出して読まれる



3

・5月～6月→ゴミ拾いをしながら街を歩く

　　　　　　町ゆく人に挨拶、ゴミを拾い、参加者同士協力

・12月25日→クリスマスパトラン(サンタやクリスマスの装いで)

　　　　　      ちょっとしたお菓子を配りながら歩く

　　　　　      挨拶、会話、コミュニケーションの機会、笑顔につながる

★他事業所も参加くださり、一緒に取り組みを実施

取

組

み

内

容

パトラン
●パトラン＝パトロールランニング

子供や女性、お年寄りなどが安心して暮らせる

地域社会の実現を目指して2010年に

福岡で発足した非営利団体

高槻市内でメンバーの皆さんと年2回パトランを実施



3
●アップサイクル

廃棄される予定の製品や不用品に、デザインや

アイデアなどの新たな付加価値を加え、

元の製品よりも高い価値を持つ別の新しい製品に

よみがえらせること

取

組

み

内

容

アップサイクル活動

・ペットボトルキャップを使用したアップサイクル活動を実施



3

・参加目的：社会参加の機会

　　　　　　認知症があってもできることがあることを知ってもらう機会

　　　　　　認知症への正しい理解につなげる機会

●安満遺跡公園で開催されるハンドメイドフェスへの出店

取

組

み

内

容

ハンドメイドフェスへの出店

・2025年度は10月に参加

・福祉に関連のない一般の方が多数参加されるイベント



3
●レモネードスタンドとは？

小児がん支援を目的としたチャリティー活動として

広く認知されている取り組み。

レモネードを販売し、利益を寄付する取り組み。

取

組

み

内

容

レモネードスタンド

・屋台で、レモネードを作って販売。

　→認知症地域支援推進員主催の認知症月間イベント

　　公園で開催したマルシェなどで実施

・利益は小児がん研究等に寄付。



3 イベントの開催（マルシェ　with music）

●他の認知症対応型通所介護事業所と合同で企画運営

　地域にある公園で、マルシェと演奏会のイベント開催

　HIBi8は”もの作り”一緒に開催の事業所は”音楽”が得意だったことから

　マルシェと演奏会の形で開催することに

取

組

み

内

容

・あえて地域の公園で開催する理由

　→知っている人にだけ来てもらうのではなく

　　広く、一般の方にも認知症について、知ってもらう機会にしたい

　　地域での役割づくりの機会、社会参加の機会にしたい

・マルシェには認知症地域支援推進員もブース出展

（マフの展示や野菜販売、おしゃれメイクなど実施）

他事業所×HiB
i8



3
●高槻市ボランティア・市民活動センターさんが

　開催されている

　ボランティア活動などをしたい方、その他誰でも参加OKの

　「ボランティアカフェ」でキャップアートの取り組みで

　何かをしてもらえないか？と、相談を受け

　メンバーと共にキャップアートのワークショップを実施

取

組

み

内

容

ワークショップの取り組み

・メンバーの方からキャップアートの工程の説明を実施

　実際に、ペットボトルを溶かして作った製品を見せて歩き

　傘のマーカーづくりを参加者の方と一緒に取り組む

社協×HiBi8



3
●認知症地域支援推進員が企画する認知症月間イベントが毎年9月に開催。

　初年度は、レモネードスタンドの実施とキャップアート作品の展示。

　昨年は、製作品の販売を実施。
取

組

み

内

容

認知症月間イベントへの参加
推進員×HiBi8



3
●認知症地域支援推進員主催「ツナガルキカク」

　認知症に関する取り組みをしている人たちの発表を通して

　様々な人と出会い、仲間になるイベントで…

　来場者へのプレゼントの作成を実施

取

組

み

内

容

その他の活動
推進員×HiBi8

ペットボトルキャップで作った

高槻市マスコットキャラクター

はにたんのコインを

プレゼント用に作成


